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日本産ヤツバカワリギンチャク上科における 

1 新科 1 新属 4 新種の発表について 

 
研究成果のポイント 

・主に深海に生息するイソギンチャク目の一群、ヤツバカワリギンチャク上科

Actinernoidea が日本近海に 11 種分布することを明らかにした。この種多様性は世界的

に類をみない高さである。 

・全国の水族館施設の協力等によって 10 年以上もの歳月をかけて多数の標本が収集された

ことで、同上科の分類体系が大きく見直されると同時に、1 新科 1 新属 4 新種が記載され

た。 

・「科」レベルでの新分類群の設立は珍しく、大きな研究成果。 

図 1．日本産カワリギンチャク類 
四隅に示した４種が本研究で発表された新種（一部写真提供：大森紹仁氏、新井未来仁氏、および

沖縄美ら海水族館） 



研究成果の詳細 

（背景） 

刺胞動物門花虫綱イソギンチャク目に属するヤツバカワリギンチャク上科にはヤツバカ

ワリギンチャク科・カワリギンチャク科の 2科が属しています。本上科は、体の中の形態：

放射状に並ぶ隔膜とよばれる構造の配列がイソギンチャク類の中でも特異なグループであ

るとともに、一部の種は非常に鮮やかな蛍光色を示すことで有名です。これまで日本からも

複数の種が知られていましたが、深海性で採集される機会が極めて少ない種が多いため、そ

の多様性や生態など未解明の点が多いイソギンチャク類の一つです。 

本研究では、過去に記録された種の再検討を含め、日本産ヤツバカワリギンチャク上科の

分類学的検討および種多様性の解明を目的に研究を行いました。 

 

（研究手法） 

 本研究では、各地の水族館の協力も得つつ、日本全国から 50 個体以上の標本を収集しま

した。標本は、各種深海網漁の混獲物や既に水族館にて飼育や展示が行われている生体の提

供、著者らによる潜水によって収集されました。得られた標本は色彩や体の形、触手の本数、

体内の形（体内に放射状に並ぶ隔膜という構造の配列や数、その他分類群特有の期間、体各

部に含まれる刺胞という細胞小器官の種類や大きさ等）など形態解析と共に、DNA を用いた

分子系統解析によって特徴を記録し、過去の報告や博物館等に収蔵されていた標本との比

較を経て分類体系の検討および進化系統の推定が行われました。 

 

（研究成果） 

 本研究の結果、日本産ヤツバカワリギンチャク上科には既知の 7 種に加えて 4 新種が含

まれることが明らかになりました。そのうち 2種、オオカワリギンチャクおよびアバタカワ

リギンチャクは過去に記載されていたものの規約上不適格であったため（新種発表に必要

な情報が動物命名規約＊の基準を満たしておらず正式な学名として使えないため）、改めて

適切な学名（同規約で定められた、世界的に用いられる化学的な名前）を提唱し、2 新種と

して発表された。また、佐渡近海および和歌山近海で得られたイチゴカワリギンチャク、鹿

児島本土および奄美大島、久米島近海で得られたリンゴカワリギンチャクの 2 新種が記載

された。 

 分子系統解析の結果、ヤツバカワリギンチャク科・カワリギンチャク科とも正確な進化系

統を反映した分け方ではなくなったため、分類体系の再編が必要であることが示唆されま

した。そこで、新たにヨツバカワリギンチャク科を設立し一部の種を同新科へ移動するとと

もに、カワリギンチャク科の既知属カワリギンチャク属を分割し、新属「カワリギンチャク

モドキ属」を設立しました 

 以上の結果、日本近海には、本研究によって新たに設立された 1 新科 1 新属 4 新種を含

む、3 科 6 属 11 種の分布が明らかとなりました。これは、ヤツバカワリギンチャク上科の



生息海域として世界的に類をみない高い種多様性です。 

 

＊動物命名規約：動物の科学的な名前：学名を定めるための唯一の国際的なルール 

 

（今後の展望） 

 本研究によって日本近海深海における生物多様性の高さが示されたと共に、なおも名前

もつかず生息記録のない、未知の生物が多く存在することが示唆されました。引き続き、各

地の水族館や研究機関との連携を行い、未知生物の探索や漁獲物、展示施設における飼育生

物等を使った分類学的研究を促進することで、日本近海の生物多様性基礎知見を収集し、よ

り適正な海洋生物多様性の評価を目指す必要があります。 
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